
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

大野町南東部地区

平成２２年３月

岐阜県大野町



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

24,119

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H21年6月

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

地区の整備に伴い、大野町全体の
定住人口の増加が見られた。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３ 定住人口の増加 人/年 6,250

その他の
数値指標１

町全体の定住人口の
増加

人/年

H　　年　月

23,662

指　標 従前値

指標５

事後評価

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

バラ公園、花交流事業など、バラを活
かしたまちづくりを推進してきたことによ
り、生産量の増加が図られた。

6,514 6,524 H21年6月

1,420,000

過去5年間(H15～H19)に一
度は目標値を上回ったが、
景気悪化により予想より苗
出荷量が減少したため。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

中之元北団地建設による直接的な定住効果のほか、バス
ターミナルの整備による交通利便性、公園などの整備によ
る潤いのある生活環境づくりなどの効果により、人口増加
が見られた。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２
バラ苗木出荷量の増
加

本/年 1,217,000

総合所見

バラ公園来訪者が増加したことに
より、大野町バラ公園を観光施設と
してＰＲできた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

1,249,800

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

△

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

H　　年　月

H21年6月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 施設利用者数の増加 人/年 29,910

1年以内の
達成見込み

1,300,000

6,330

1年以内の
達成見込み

○

45,147

見込み・確定
の別

40,000 ○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

目標値

見込み・確定の別

24,082



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

バラ公園の町を代表する観光施設としての有効利用

根尾川パークの維持管理

交通結節機能や町の情報提供の充実による来町者
の増加

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

事後評価シート　添付様式5－③から転記

５月に実施されたバラまつりのイベントにおいて、
町内外から多数の方が来園され観光施設として
PR出来た。

バラ公園やバラ公園アクセス道路の植栽の適正管理、ならび
にバラ公園におけるイベントの実施

実施した具体的な内容

根尾川パーク内の遊歩道周辺及びケアー広場を除草し景観に
適した維持管理をする

大野バスセンターの観光交流センター内に掲示板を設け町の
イベント等の情報提供を行った。

利用しやすい環境づくりを維持したことで、根尾川
パークの一般利用者が増加した。

バス利用者や一般住民への情報提供の充実によ
り来町者の増加が図られた。

今後の課題　その他特記事項

具体的内容 実施時期

実施した結果
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